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株式会社語研のケース ・スタディ
一 飽和する英語教材の中での商品開発 と販売戦略 一

小 林 敏 彦

日本における英語学習熱は衰える気配はない。書店では英会話を中心

とする英語学習書が大きなスペースを占め、特にTOEICな どの資格

対策本の種類の豊富さには圧倒される。本が売れない時代にあって新

規参入が多 く、類似品の飽和状態にある英語学習関連書籍の市場 とは、

どのような市場であり、各出版社がどのような戦略を練って商品を開

発し販売を促進しているか。同じ製造業でありながら食品や工業品

メーカーと異なり、ケース ・スタディの対象として取 りあげられるこ

とは、これまでほとんどなかった業種である。そこで、語学書系出版

社としては典型的な規模にある、幅広 く良質の外国語の学習書を長年

出版してきた実績のある株式会社語研をケースに取り上げる。本稿の

記述の多くは、語研部長の奥村民夫氏との度重なる対面およびメール

によるインタビューで得た情報、知識、見解を拠 り所 としている。ま

ずは株式会社語研の概要を説明してから、日本の出版業界全体および

語学系出版社を取 り巻 く現状を明らかにする。次に、語研が語学系出

版社の中でいかなる戦略を基に商品を開発し販売しているかを分析す

る。最後に、今後の販売促進と英語学習者の便宜を計る企業としての

語研の発展の一助 となるような代替的商品開発 ・販売戦略案を提示す

る。本ケースはあくまでも商品開発と販売戦略に特化したものであり、

語研の財務状況の分析には触れていない。

1.株 式会社語研の概要

東京都千代田区猿楽町 に本社 を構 える株式会社語研 は、1963年(昭 和38

年)2月 に資本金1500万 円にて創業以来、英語 をはじめ世界22の 国 と地域

(英語 、 フ ラ ンス 語 、 ドイ ツ語 、 イ タ リア 語 、 ス ペ イ ン語 、 ポ ル トガ ル語 、 ロ

シア 語 、 オ ラ ン ダ語 、 中 国 語 、 香 港 ・広 東 語 、 台 湾 語 、 韓 国語 、 ベ トナ ム語 、
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タイ語、フィリピノ語、マレー語、インドネシア語、アラビア語、ペルシャ

語、日本語)に も及ぶ言語の学習教材(書 籍、CD、 カセッ トテープ、音声教

材ファイルなど)を 多岐にわた り出版 してきた豊富なラインアップを有す る

自習用語学教材の専門出版社である。

2007年!月 現在、語研は総従業員数は13名(編 集5名 、営業4名 、総務・

経理 ・人事4名)で 、代表取締役社長は2003年2月20日 に就任 した田中稔

氏(1958年11月4日 生)で ある。1976年8月 には、教材制作会社 として「ツ

デイブックス株式会社」を設立 した。1980年 には、英語のみならず、諸外国

教材の刊行 を開始 し、1999年 には、学校や企業等の採用を含め累計12万 部を

突破 した。2006年 には、延べ刊行点数が500点 を超えて現在に至っている。

2006年 の1年 間だけで27点 の新刊 を出版 しており、増刷 された書籍は延べ

37点 になる。

業績 も2005年 の売上高 は3億1500万 円であ り、業種別売上高で は全 国

9246社 の中では2771位 である(帝 国データバ ンク企業情報)。 また、対象業

種(映 像・音声、文字情報制作作業)売 上高順位では全国5405社 の中1922位

である(東 京商工 リサーチ企業情報)。 語研 の4Pは 図表1に まとめられる。

2.日 本の 出版界の現状

日本の出版界は長期の構造不況 に陥っている。 とにか く、本が売れない時

代なのである。日本での書籍1・雑誌購入費は減少し、日本流通新聞による2006

年9月 の調査では一人当 り月平均で2628円 の支出であることが判明 してい

る。また、大型書店やブックオフのような二次販売店(古 本屋)の 都市部へ

の進出により中小書店の廃業ラッシュが続いている。

日本人の活字離れ

日本人の読書離れや活字離れが問題 になってから久 しいが、依然 として読

書率 は低迷 し続けてお り、特に青少年世代において この傾向は顕著である。
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図 表1MarketingMix(4P)

英語をはじめ世界22の 国と地域に及ぶ言語の学習教材(書

籍 、CD、 カセ ッ トテー プな ど):英 会話 、英 文法 、ボキ ャ ビ
Product

(商 晶 ・サ ー ビス)、
ル、 リスニ ング、会 話 フ レーズ(決 ま り文 句)集 、 トラベ

ル、時 事英語 、ビジ ネス英語 、TOEIC/TOEFL対 策、受験

等 。

全国の主要書店(大 学生協を含む)で の販売が中心である

Place が 、 自社 の サ イ ト(http://www.goken-net.cojp/)で 、PC

(立地、 流通) で も、 モバ イル プ レー ヤー で も使 用可 能 な別 売音 声教 材

ファイル を ダウ ンロー ド販売 してい る。

ほとんどの教材に本文の例文等を収録したCDが1枚 付い

Price て1500円 か ら2000円 前 後 の価格 で販 売 され てい る。他社

(価格) の教材より価格競争力があるわけではないが、この分野の

書 籍 として は、 ご く一般 的 な価格 設定 と言 える。

4名 の営業i胆当者が日常的に日本全国の書店に足を運び、

Promotion

(販 売 促 進)

個別商品の販売促進を行うほか、自社サイトでの新刊案内

や新聞(読 売新聞 ・日経新聞)で 広告を年に数度出してい

る。また、希望者に不定期で新刊案内をメールで送付して

い る。

因果関係 は不確かであ るが、2004年12月 に発表 された経済協力開発機i構

(OECD)の 国別の学習到達度調査(PISA)の 結果、 日本人の学生の読解力は

41か 国中14位(平 均以下)で あることが判明した。i数学、科学、問題解決能

力では日本 は1位 グループに入 るが、読解力だけは平均以下 というのは、無

視できない事態である。活字離れの原因としてさまざまな要因があると考え

られるが、以下4つ に集約できる。

第1に 、情報メディアの多様化が挙げられる。書籍 と同様またはより詳細

な情報を簡単に、 しか も無料でインターネットか ら入手可能な時代である。

新聞 も配達前にネット上で読むことができる。第2に 、情報化が進み、編集

され、製本 となり書店 に並ぶまで数か月から数年の時間を経て伝 えられる書

i籍か らの情報や知識 は、刊行時には既に情報的価値を失い陳腐化する恐れが

ある。毎 日刊行される新聞であって も、数時間単位で更新され るウエッブサ

イ トにはかなわない。 こうした理由か ら、情報や知識の収集や獲得の手段 と
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して、ハー ドコピーの活字 と並んで電脳空間の活字の需要が高 くなっている

のである。第3に 、現代人の生活が多忙 になっていることが挙げられる。現

代人 はゆっくりと腰 を据えて本 を読む時間の確保が困難になってきた。携帯

電話やメールで我々は互いに24時 間繋がっている。ビジネスマンは一日に何

度 も仕事上のメールをチェックし読み書 きをする。 また、青少年のコミュニ

ケーションにおける携帯メールの占める割合 も大 きく、読書離れは進んでい

る分、メールの活字には接する機会が増 えている。そのため、眼精疲労にな

る人が多 く、暇な時間に読書する気になれず、少 しでも目を休めたいと思 う

だろう。特に、文学、小説など、情報の獲得を目的としない書籍の活字を読

む時間がなくなってきている。第4に 、 日本人の消費パター ン、特に学生の

消費パターンの変化である。現代の中高生、さらに大学生は毎月の携帯電話

の支払いのために、本や雑誌 を買わな くなってきている。 このような低迷期

が長期間続きながら出版社が存続 し続 けられる理由のひ とつに、再販制度の

存在が挙 げられる。

再販制度の維持

日本の出版界 は、「再販売価格維持制度」、いわゆる再販制度 という定価販

売制度でこれ まで守られてきた。その年の生産量や出荷量で決 まる農産品の

生産者 と異なり、出版社は自由自在に自社の出版物 に 「定価(本 体○○円)+

税」 と明記 して、それを値引きして売ってはいけない という再販売価格維持

契約 を販売会社(取 次)と 結ぶ ことができる。販売会社はさらに書店の個々

の間でも再販契約 を結ぶ。

1953年9月 、独占禁止法の一部改正で、出版物 は独占禁止法の適用から除

外 され、再販(法 定再販)が 認められるようになった。それは、出版物が単

なる商品ではな く、文化性の高い商品 として保護 されているためであるとさ

れている。 しかし、1978年 秋、公正取引委員会が 「出版物の再販制度を廃止

の方向で検討 を始める」と表明し、出版界に大きな衝撃が走った。1994年 、

公正取引委員会再販問題検討小委員会が発足 し、さまざまな経緯を経て、2001
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年3月 、再販制度の存続の結論が出された。このように日本の出版界 は日本

の稲作農家のように厚い保護 を受けて安泰 しているように思われるがここに

新たなる懸念が芽生 え始めている。

再販制度 はあくまでも一次販売における価格維持を保証するものであるの

で、書籍は一度書店で販売された後には、古本屋やネット上のオークション

では自由な価格で取引されている。日本人は元来稼れ を忌み嫌 う文化の中で

育 ってきてお り、他人の手垢が付いた書籍 を魅力のないもの として顧客の目

に映る。米国の大学では、学期終わ りに多 くの学生が大学のキャンパスセン

ターにある書店(日 本の大学生協 に類似 したもの)の 前 に列を作 り、使用 し

た本を惜 しみなく売っては新学期のテキス トの購入経費 に充てる。書店 は買

い取 った本にXXUSED"と 大きく書かれたラベルを表紙に貼 って新学期 に合わ

せ、店頭で3割 か ら5割 程度に値下げして新品の本の脇 に積 み上げて販売す

る。多 くが書 き込みがあった り、何度 も売却が繰 り返されていそうな、持主

が数名いたようなくたびれた り、表紙が破けているものも少なくない。しか

し、だいたいこの古本の方か ら売 り切れてい く。日本の大学ではこの習慣は

ない。先輩か ら後輩へ と教科書が譲 られることはあるが、日本の出版社 にとっ

て教科書の使い回 しがこの大きな脅威 になっているという指摘はほとん ど聞

かれない。

古本が稼れた ものであるという意識は、近年の日本において もはや消滅 し

たかのように思われ る。いわゆる 「ブックオフ商法」 と呼ぶべき、発刊 まも

ない新品同様の古本 を一般の人から買い取って拭いて即 日売 りさぼ く商法の

成功がある。新刊の本 を買っては破損しないように気 をつけて読み切 り、す

ぐにブックオフに持って行 って買い取ってもらう読者が多い。ブックオフは

新刊 の本の販売日か ら数 日後、 ものによっては翌日、さらに同日に新刊書の

半額で店頭 に並べて販売する。破損のない新 しい本 しか買い取 らないので、

そ こで売 られている本 は新品 と変わ らない。当然、多 くの人は発売 日か ら

ち ょっと待ってか らブックオフで買い求めるようになる。これは漫画本で顕

著に見 られる傾向で、かなり出版社及び印税 を受け取 る著者に大 きな影響を
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与 えているという意見 もある。二次販売では何度売 り買いが繰 り返されても

出版社や著者 にはまった くお金が入 らない。出版社や著者 は一次販売でも売

り上げで収入 を得ているのである。漫画業界がいまこの煽 りをまともに受け

ているようであるが、 これが徐々に他のジャンルにも広が り、読んだ本 を本

棚 に入れて飾 った り、 また後で読み返す という習慣が徐々に失われ、情報や

知識 の使い捨てが このまま放置され蔓延 していけば出版業界全体の利益が大

きく損なわれる可能性がある。

漫画本のように一気に読み上げることができ、また読み返す と感動がかな

り薄れる種類の本は、二次販売へ流れやすい特徴 を抱えていると言える。そ

れに対して語学書は、ある一定の時間をかけて継続的に使用を続け、反復 し

て使われる特徴があることか ら、本への愛着 もその分増すためか、そう容易

には手放さないであろうとも思えるが、実際は、大学近辺の古本屋に並んで

いる語学書の数は少な くない。ゆえに、売 り上げを確保す るためにも、本 に

直接書き込んで学習を進めるような作 りにするなど、二次販売を促進 しない

ような本の形態について何 らかの工夫をする準備 をしてお く必要があるだろ

う。

3.日 本の語学書出版界の現状

日本 における英語学習熱は衰える気配が まった くない。それを反映 して、

英会話やTOEICの 対策本を中心 とする英語学習書 の出版ラッシュが続 き、

2006年1月 から10月 の出版科学研究所の統計では、 日本全体での書籍の新

刊点数は約7万 点、語学書の新刊点数は約930点 、英語学習書の新刊点数は

約500点 である。これは一 日あた り約1.7冊 の英語学習書が出版されている

ことになる。 この他、売れ行きのよい書籍の改訂や増刷 もあるが、初版だけ

で絶版 になる書籍のほうが圧倒的に多いのも事実である。

書 店で は英 語学習 書が売 り場 の大 きな スペース を占 めてい る。特 に

TOEICな どの資格対策本の種類の豊富 さには圧倒 される。語学書 のプロダ
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ク ト・ライフサイクル(商 品寿命)は いまや1年 半未満 と短命化 し、各出版

社 は生き残 りをかけて他社の商品 との差別化を計 るために売れる本の制作 に

必死の努力をしている。書店 には類似本が温れ、店員 も顧客 もその飽和する

書籍の中に埋没 して しまい、良き本を見極める能力が低下 して安易な広告 に

踊 らされるブロックバスター時代に突入した。

需要が高い分野だけに多 くの出版社が存在 し、 また英語教育 とは無縁 と思

われていた医者やタレントが書いた本 まで も書店に並んでいる。タイ トルも

一 目を引 く 「何 日で～マスターできる」という言葉や日本人のオーセンティ

シティ(本 物)嗜 好 を狙った 「ネイティブの～」というものが多い。しか し、

英語の学習本は、一般に店頭で目にする英会話やTOEICの ような受験対策

本だけではない。通常は一般の書店には並ぼない、中高大、 さらに民間の英

語 ・英会話学校用のテキス トの市場 も存在する。

語学書 の売 り場 は、100社 を超 える語学関連出版 の創意の結晶である作品

の展示場であり、熾烈な競争が繰 り広げられている競技場でもある。有能な

アスリー ト(売 れ筋の本)は 、アリーナ(売 り場)の 中心を占め高い表彰台

に上げられる(本 が平積 みされる)。無能なアスリー ト(売 れない本)は 片隅

に追いやられ、いずれ退場(返 品)を 命 じられる。これ らの選手 は一目を引

く色取 り取 りのユニフォーム(表 紙)を 身に付け、胸 に誇 らし気に国旗や名

前(本 のタイ トル)や メッセージ(宣 伝 コピー)を 刺繍 して出番(顧 客の目

に留 まる)を 待っている。観客(顧 客)は 彼 らの勇姿に魅了 され彼 らの演技

(本の内容)を 真剣な眼で見守 る(本 を実際に開 く)。ある者 はその外見通 り

の演技であることに満足(購 入)し 、ある者はそのあまりにも貧弱な演技 に

落胆 し目を背ける(元 の位置に戻される)。

国際化 の中で英語関連産業は成長 をし続けている。出版社だけでな く、英

語学校、海外語学研修を企画販売する旅行会社や代理店、さらに洋画や洋楽

について も英語 とい う言語の世界的普及の波に乗っているのである。
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図 表2ミ ク ロ的 分 析(Porte〆sFiveForces)

既存競争企業間の敵対関係

(業界内の競合企業)
強

本が売れない時代にあって、飽和状態に近いほ
ど豊富な商品の中で類似品があふれ、CDの 無

料付録化も標準化されてるなど、価格競争も激
化している。

新規参入企業の脅威 中

優秀な編集者の確保 と特殊な出版流通システム
に精通した営業担当者の確保が参入時の大きな

課題であるが、大きな設備投資等は不要で参入

時投資は巨大でない。

代 替 品 ・サ ー ビスの脅威 中

他 メデ ィア との競合 が あ り、 特 に電脳 空間 で の

情 報、 知識 、音 声 フ ァイル等 の学 習素材 が無 料

で入手 で きる時 代 とな り、ハ ー ドコピー の売 り

上 げに影響 が 出か ね ない状況 にあ る。

供給業者の交渉

(売り手の交渉力)
中

書店店頭でのPOSに よる販売管理のデータを
活用した、品揃えと陳列方法を指導する提案型

営業が積極的に行われ、メディア広告と連動し
た販売促進活動も行われている。

買い手の交渉力 強

書店は自由返品制度に守られ、リスクを負わず
に商売ができる。顧客は、再販制度のために店

頭の一次販売では定価で買わざるを得ないが、
二次販売では選択の余地がある。

日本 の 語 学 書 出版 界 の 業 界 構 造

日本 の 語 学 書 出版 界 の業 界 構 造 は ミク ロ的 分 析(Porter'sFiveForces)の

フ レー ム ワ ー ク を用 い る と図 表2に ま と め られ る。

3-1.既 存競争企業間の敵対関係(業 界内の競合企業)

飽和状態に近いほど類似 したジャンルやタイ トルの本が多 く、内容、分量、

表紙のデザイン、レイアウ ト、価格設定等など一冊の書籍が有する属性 は豊

富であ り、それのいずれかが顧客の販売動向にどのような影響 を与えている

かは、各社が長年培 ったノウハウの中にあり、各社差別化を模索している。

蒋 に価格競争については、かつて別売 とされていた音声 もCDが 無料で付録

に付 くことが標準 となり、激化している。
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3-2.新 規参入企業の脅威

本作 りのノウハ ウに精通 した優秀な編集者の確保 と奥村氏の言う 「前近代

的 とも特殊 とも言える出版流通システムに精通 した営業担当者の確保」が参

入時の大 きな課題であるが、印刷工程の技術的な進歩により、デスク トップ

でできる編集作業の幅が大 きくなり、所要時間 も短縮され、大 きな設備投資

等は不要 なために、参入時投資は巨大ではない。現実に、英語学習熱の高 ま

りを背景 に、既存大手出版社や非出版業界か らの新規参入 も続いており、再

販制度 による抑止 はあるものの、価格競争が激化 しているという。

3-3.代 替品 ・サー ビスの脅威

書籍 を金を出して購入 しな くても電脳空間での情報や知識の即時かつ無料

の入手可能性が存在 し、他メディア との競合があり、特 に電脳空間での情報、

知識、音声ファイル等の学習素材が無料で入手できる時代 とな り、ハー ドコ

ピーの売 り上げに影響が出かねない状況にある。 しかし、書籍 には装備が要

らず、手軽にどこへで も持ち運びでき、ハー ドコピーの目への優しさなどの

人間工学的な優位点が健在であるために、代替品として脅威 には至っていな

いという意見 もある。

3-4.供 給業者の交渉(売 り手の交渉力)

かつての出版社 と書店 との関係においては、飽和状態に近い種類が豊富な

書籍 について、出荷 し店頭 にどれをどのように陳列するかはすべて各書店が

決定する事項であ り、出版元はほとん どタッチできない分野である。書店へ

の売 り込みなどはメール等で定期的に書店側 に告知 したり、営業担当者が口

頭で売 り込む程度で、書店 と顧客 との関係においては、顧客は各人の自由意

思に基づいて選定して選び、他の商品に見 られるような売 り込みはな く、書

店側 はただ静かに顧客の動静を見守 り会計するだけであった。しかし、いま

は、書店店頭での物品販売の売上実績を単品単位で集計するPOS(pointof

sale)に よる販売管理の拡大 とともに、出版社 もそのデータを活用した、書店
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の利益の拡大化 と、出版社の利益 も拡大できるような品揃 えと陳列方法を指

導する提案型営業 も積極的に行 うようになっている。また、大規模出版社は、

一般の顧客 に対してメディア広告 と連動 した販売キャンペーンを熱心に行っ

ている。

3-5.買 い手の交渉力

出版者 を売 り手、書店 を買い手 と見る関係 において、本の売れ筋などを研

究し独自の判断で出荷する本を選定 し、部数 を決めるのは各書店ではな く、

出版社 と書店の間に立つ 「取次」(ト ーハ ン、日販、大阪屋など)の 役割であ

る。書店は基本的に取次か ら送 られてきた商品を店頭に並べて購買に結び付

けるだけである。書店独 自の商品調達は書店在庫の追加補充の形で行われ、

自由返品 という壁に守 られ、 リスクを負わずに商売ができる立場にある。 ま

た、書店を売 り手、読者 を買い手 と見る関係 において、一般 の書店における

一次販売では、再販制度のために価格 は一定であ り、価格交渉などの余地は

ない。書店 を売 り手(出 版者がネッ トなどで顧客に直接売ることもある)、顧

客 を買い手 と見る関係 においては、再販制度のために一般の書店の店頭の一

次販売では定価で買わざるを得ない売 り手市場であるが、古本屋やネ ット

オークションの二次販売では選択の幅が広が り買い手市場 となる。

4.語 研の現状

語研が語学関連出版業界の中でどのような特性 を持っているのか、これま

での記述を含 めSWOT分 析のフレームワークを用いて分析すると図表3に

集約できる。 ここで掲げた項目の中で、主要なものを以下 それぞれ取 り上げ

分析 を試みる。

4-1.dPPoRTuNITIEs(機 会)

日本における英語学習熱はこれからも継続するものと思われる。民間企業
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図 表3SWOTanalysis

OPPORTUNITIES THREATS

(機会) (脅威)
[ ]英 語学習熱の継続 [ ]本 が売れないマイナス成長を続ける出版市場

[ ]「英語が使える日本人」の育成戦略構想 [ ]飽 和化する競合教材(類 似品)の 存在

[ ]TOEIC受 験者 の増加 [ ]多 様化する他メディアの存在

[ ]小 学校での英語の必修化 一 [ ]外 資系・大手出版社や非出版業界の新規参入

[ ]ネ ット普及に伴う英語スキルの必要性の拡大 [ ]商 品寿命の短命化と新刊刊行点数の激増

[ ]英 語以外の外国語学習熱の浸透 [ ]ブ ロ ックバ スター時代の到来

[ ]日 本語学習の必要性の認識強化、 [ ]TOEFLの 出題 ・受験形式の変化 と受験者減

STRENGTHS WEAKNESSES

(強さ) (弱み)

[ ]堅 実で内容が充実した高品質の教材 [ ]非 効率 なプロモーシ ョン活動

[ ]コ ーパス言語学を活用した信頼性の高い用例 [ ]組 織化が足りない販売力と不十分な価格競争力

[ ]多 言語 を網羅する豊富な品揃え [ ]商 品寿命の短命化 ・新企画制作過程の短縮化

[ コ多ジャンルを網羅する豊富な品揃え [ ]占 有率が小 さい店 頭の販 売スペー ス

[ ]英 米双方の英語の良質な教材作 り [ ]大 学テキス ト・大学受験教材の販売網の不備

[ ]音 声教材の質の高さ [ ]ESP教 材や ライ ティング教材 の不備

[ ]強 固な財務体質 と比較的高い労働生産性 [ ]英 検教材やTOEFL教 材の不備

では社員全員にTOEICの 受験を義務付け、配属や昇給の目安 にしている と

ころも少な くない。官か らも 「英語が使 える日本人〕の育成構想が打ち出さ

れ、大学センター試験で もリスニングが導入され、小学校での英語教育が必

修化された。

「英語が使える日本人」の育成のための戦略構想

文部科学省 は2002年 、日本人 に対する英語教育 を抜本的に改善する目的

で、具体的なアクシ ョンプランとして 「『英語が使 える日本人』の育成のため

の戦略構想」を作成 した。 これは経済・社会等のグローバル化が進展する中、

子 ども達が21世 紀を生 き抜 くためには、国際的共通語 となっている 「英語」

のコミュニケーション能力 を身に付けることが必要であり、 このことは、子

ども達の将来のためにも、我が国の一層の発展のためにも非常 に重要な課題

となっているという認識のもとに提言 された戦略構想である。

この構想 に基づき、国民全体 に求められる英語力 として、中学校卒業段階
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では挨拶や応対等の平易な会話(同 程度の読む ・書 く・聞 く)が できる(卒

業者の平均が英検3級 程度)こ とが求められ、高等学校卒業段階で日常の話

題 に関する通常の会話(同 程度の読む ・書 く・聞 く)が で きる(高 校卒業者

の平均が英検準2級 ～2級 程度)こ とが求められている。 また、大学レベル

では英検準1級 、TOEFL550点 、TOEIC730点 程度 と認識されている。

この流れの中で、2005年 度の大学入試センター試験でのリスニングテス ト

の導入、高校で3年 間で100校 指定する 「スーパー ・イングリッシュ ・ラン

ゲージ ・ハイスクール」における先進的な英語教育の実践研究、外国人(ネ

イティブ)の 正規の教員への採用の促進、海外への留学を希望する高校生 ・

大学生のための海外派遣奨学金の充実、英語教員の資質向上のための研修計

画、などさまざまな政策が取 られてきている。

このように中高大のすべてのレベルで英検の級が例示されることで、英検

(日本英語教育協会主催)の 英検受験者増が期待できそうではあるが、少子化

や資格試験の文科省認定が一斉に廃止 された煽 りを受け、かつて隆盛を極め

ていた英検の受験者は、2003年 の総受験者数が253万6千666人 、2004年 が

249万2千287人 、2005年 には248万9千414人 と減少の一途 をた どってい

る。 また、TOEFLは ぺS-・一…パーか らコンピュータを使用した受験に切 り替わ

り、 さらに出題形式が何度 も変化 し出版社 もお手上 げの状態 にな り、 これら

の出版数 も激変 している。

TOEic受 験者の増加

対照的に、TOEICの 受験者数 は増加の一途 をた どり、その関連書物の売行

きは独走状態に入っている。世界中で年間450万 人以上が受験するTOEIC

は、国内では企業 ぐるみの受験やTOEICの スコアを海外派遣や昇進 の基準

に使 う企業が増 えてきたり、大学のカリキュラムの中で受験で義務付 けた り、

単位 に代用する大学 も増えてきている。2003年 度の国内受験者数は142万3

千人、2004年 度の国内受験者数は143万3千 人、2005年 が149万9千 人 と増

え続 けている。ただし、TOEICは ビジネス英会話 にある程度特化 しているた
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め、中高校生が受験するには適切ではない と思われるが、試験 を作成 してい

るETSは 、 ビジネスの専門用語に関する知識は必要ないと解説 している。

都市部の大 きな書店に入ると、語学、特に英語学習関連の書籍のコーナー

が大 きく設 けられている。それ らは大 きく、英会話、 リスニング学習書 と資

格対策本に三分 される。英会話は、旅行などの場面 ・機能 ・概念別のフレー

ズ集が主流で、 リスニング学習書は、ニュースなどのメディア英語の聞 き取

りのための内容で、資格対策はTOEIC、TOEFL、 英検などの受験者のため

の対策本である。語学書全般の実売データ(他 社の刊行物 も含む)分 析 によ

れば、現在の語学市場における売れ筋のジャンルは「英会話」「TOEIC」 「英

文法」「語彙」「リスニ ング」「日本語」「中国語」「韓国語」「フランス語」 に

限 られる。従って当面 はこれ らの分野に集中することになる。中で もTOEIC

関連の書籍はもっとも魅力のある商品であり、英語関連書籍のスペースの多

くをTOEIC受 験対策本で占められている。

米国のテス ト開発会社であるETS(EducationalTestingService)が 制作

するTOEIC(TestofEnglishforlnternationalCommunication)は 、日

本のみな らず ますます隆盛 を極め、受験者 も世界規模 に拡大 を続けている。

出題形式が長年一定 して安定 していたTOEICも 日本では2006年5月 の公

開試験か ら出題形式が変わ り、いままでアメリカ人 の朗読だった ものが、よ

り国際化を意識 してイギリス人、カナダ人、オース トラリア人の4人 が吹き

込む形式に変わ り、さらに2007年 にはライティングとスピーキングも導入さ

れ、いままでの対策本 は一新されることとな り、TOEICの 受験対策本 はさら

に出版 ラッシュが続いている状態である。それまでの受験対策本は紙切れ同

然 となって しまった と言 える。

語研 は2007年1月 現在で43点 のTOEIC関 連本を出版 している。2006年

の25点 の出版数のうちTOEIC関 連だけで9点 あり、英語が総数15点 の中

で実に6割 を占めている。TOEICの 隆盛 と対照的に、英検の衰退 と共に英検

関連 について語研 には今後は完全にi撤退する予定 となっている。同様 に、国

連英検 もまった く出版の予定はない。収益性の高いTOEICに 、各社社運 をか
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けて売れ る商品の開発に務 めている様相を呈 してお り、TOEICの 対策本 を

見れば、その出版社のノウハウや本の質がわかると言える。

ネッ ト普及に伴 う英語スキルの必要性の拡大 、

ネッ トの普及で これまでは英会話が実用英語の中心であるように考 えられ

ていたのが、英語でのメール送信の機会の拡充で リーディングやライティン

グが極めて実用性の高いスキル として認識され、それに伴い文法学習の重要

性が語彙学習の重要性 と共に再認識 されてきている。特に、届いたメールに

対 して短時間で返答する必要性が国際業務を担 う企業や国際交流の進展か ら

外国人 との交流のある日本人が増 え、メールを短時間で作成 して返答する

ニーズが大 きくなった。このため、受容スキルでは漠然 と解釈に使われてい

た文法に関する知識がより明確に理解し使えなければならない という認識が

拡大 し、話 した り書いた りするための英語の文法 を解説 した教材が書店で も

目に付 くようになった。

スピーキング とライティングのような発信技能 の習得には、学習者のアウ

トプットに対するポジティブまたはネガティブなフィー ドバックが不可欠で

ある。ゆえに、一方通行 の書籍の販売では、学習者で ある購入者 に対する

フィー ドバ ックの提供 は望めない。この点が独習者の最大限の不利な点であ

り、英会話学校や正規の学校の授業 にあるような教師や他の学生か ら得られ

るフィー ドバ ックは金に変えられない価値があるのである。しか し、現実に

は英会話学校や正規の学校の授業で さえも、スピーキング と比較 してライ

ティングは実際には需要があるにも関わ らず地味であるためか、英会話学校

等ではほとんど宣伝の対象になっていない。 また、正規の学校の授業でも教

える側に添削等過度の負担がかかった り、ノンネイティブの教員の英文 を修

正する技能の問題 もあり、いわば未履修に近い状態になっていると言 える。

書籍販売の物理的制限から、発信技能に関 しては、書籍では会話や作文の

コツや頻度の高い会話 フレーズ集や電子メールの作例集 を発売 していても、

学習者の発する英語の管理そのものはできないのである。スピーキングにつ
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いては、会話の授業が断然高いために、フレーズ本の売れ行 きはよいが、ラ

イティング学習本の数は極 めて少なく、語研の場合 もほとんどない。

4-2.THREATS(脅 ・威)

本が売れないマイナス成長 を続ける出版市場

最大の脅威は他のジャンルの書籍 と同様 に本が売れな くなってきているこ

とである。日本人の活字離れが進んで行 く中で、さらに追い討ちをかけるよ

うに、オックスフォー ド、ケンブリッジなどの海外のテキス ト会社が日本人

向けの学習書 も出版するようになってきている。 また、本来語学 を扱ってい

なかった大手出版社 も英語学習関連書籍 を出版するようになってきた。

さらに、英語学習熱の高 まりと共に非出版業界の新規参入 も近年目立つよ

うになってきた。 また、本来英語の専門家でもないタレン トや他分野の著名

人が著者 とされる本 も販売 されてきている。売れない市場に新規参入、類似

した本が溢れ、プロダク ト・ライフサイクルが短縮化する市場での生存競争

はますます今後過熱化するもの と思われる。

飽和化する競合教材(類 似品)の 存在

書店では、「ネイティブの～」な どのタイ トルが極めて似た類似品が浴れて

いる。それは英語学習者の需要とターゲットが比較的明白で各社が把握 して

お り、そこに集中するために同時期に似た内容やタイ トルの提供品が結果 と

して市場 に出るためである。内容以外での差別化をはかるために、各出版社

は、本のタイ トルや宣伝コピー、装丁、価格 などに販売戦略をうまく立てて

行かなけれぼならない。また、ブロックバスター時代の到来 と言われるよう

に、良書を見極 める目を備えた書店員や読者が減少 しているために、「聞 くだ

けで話せ るようになる」「英語は勉強するな」に代表される甘言宣伝 に左右さ

れる時代である。飽和する教材の中、あまりにも選択肢が広すぎて、顧客は

選択す る確固 とした基準を見失いつつあると言えるかも知れない。

語研 はそうした厳 しい市場の中で競合するライバル出版社 として、Jリ
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サーチ出版、ベレ出版、ジャパ ンタイムズ社の3社 を挙 げてお り、以下のよ

うに簡潔 に分析 している。Jリ サーチ社(資 本金お よび従業員数不明)は 、

TOEIC関 連書では実質 シェア3位 にある出版社である。最大の強みは価格

競争力 と書店営業を中心 とする販売力である。ベ レ出版社(資 本金4000万 円、

従業員数9名)は 、語研同様、英語以外にアジア系諸言語や欧州系諸言語の

入門書なども幅広 く出版 している。特に入門書のわか りやすさには定評があ

り、英語を含め、やはり販売力 と宣伝力のうまさに語研 は脅威 を感 じている。

ジャパンタイムズ社(資 本金5億6000万 円、従業員数260名)に 関しては、

総 じて企画、本の作 り方が良質で、時流にあった ものを出版 しており、四技

能(リ スニング、スピーキング、 リーディング、ライティング)の それぞれ

について幅広い品揃えをしている。

多様化する他メディアの存在

今や新聞 も無料でネットで読める時代である。同様に、本 を購入 しな くて

も同様 のコンテンツをネットで読んだ りダウンロー ドできる。電脳空間にア

クセスしさえすれば、必要な情報を必要な時に必要な分だけ選んで入手でき

る時代である。

英会話のフレーズ集をとって も、紙面 とほぼ同様の ものがネッ トでは入手

できる。また、活字だ けでな く、米 国国営 ラジオ放送 のVOA(Voiceof

America)の サイ トなどでは、ニュースのスクリプ トと複数の再生形式の音

声 ファイルが共 に無料で入手できる。このような状況において、 ドイツなど

ではハー ドコピーの新聞が売れない事態になっているが、 日本では朝夕の新

聞配達網が確立 していることもあり、それほどの影響はないようである。

英語書についても、語研 は危機感を抱きつつも、書籍の優越性 を支持 して

いる。これは、書籍が手軽 に持ち運びでき、ハー ドコピーの目への優 しさな

どの人間工学的な優位点が健在であるという点であ り、代替品 として脅威 に

は至っていない と考えているのである。しか しながら、音声ファイルの無料

ダウンロー ドの存在は、例 えぼまだニュースメディアの限定 された ものであ
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るとしても、i-Podな どのMP3の 普及 に伴い、いずれ大 きな脅威になる可能

性があると思われる。

4-3.STRENGTHS(強 さ)

堅実で内容が充実 した高品質の教材

語研 の最大の強みは、中上級レベルの学習者 を対象 とした堅実で高品質で

多ジャンルを網羅 した豊富な品揃 えとそれに対する信頼である。英語以外に

地球全部をカバーす ると思われるその多言語へのこだわ りは社会的使命感 さ

え感 じさせ る。また、語研 の書籍のタイ トルには、技能習得本 にありがちな

「○週間で○○語マスター」のような甘言コピーは少なく、モチベーションの

高い中上級 レベルの学習者 をターゲットにした書籍が多 く、努力を継続する

ことによって得 られるスキルの習得 を促進するという極めて常識的なスタン

スを取っている。 これ自体が飽和する市場の中で光を放つ他社製品 との差別

化戦略であるとも言える。市場が飽和すれば安易な宣伝文句やキャッチフ

レーズに踊 らされる顧客 も少なくないだろう。 しかし、中上級レベルの学習

者 は比較的教材の質を見極 める目が肥 えている層である。彼 らに支持 されて

いる出版社は、それだけ高品質で信頼できる本作 りをしている出版社 と言え

るだろう。

コーパス言語学を活用 した信頼性の高い用例

語研 は、言語の研究 と学習理論の構築コンピュータを活用 して、学習書の

信頼性 を高めている。特 にコーパス言語学(CorpusLinguistics)と いう現実

の言語使用の場面で収集 された生の会話などのデータに基づ く頻度調査や特

定の語句同士の結び付 きの強さなどの事実を教材の用例などの選択に活かし

てお り、FEN英 語ニュース、TOEIC、TOEFLな どの語彙分析な どを、他社

に先駆 けて行 う良質の教材を世に送 り出してきた実績がある。これが語研が

出版する教材全般に渡 る信頼性の確保 に繋がっていると言 える。コーパスを

活用することで、単に著者の主観や限られたデータではな く、、より現実の言
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語使用の現実を反映 した教材の素材が収集できる。そして、学習者 は安心し

て学び将来の使用に備 えることができるのである。

多言語を網羅する豊富な品揃え

語学系出版社の大半が英語 または中国語、韓国語、ドイツ語、フランス語、

スペイン語、ロシア語のようなNHKの 語学番組で取 り扱われている日本で

の学習人 口の多い外国語に限 られていたが、語研は22か 国語 という他社 の追

随を許きない特別な地位 を堅持 している。 これは、語研の教材で学習 してき

た英語学習者が他の言語の学習 を始めようと思い立った時に、 まずはこれま

での経緯から同社の出版物が選びやす くなる。

語研は英語で好評だった内容やタイ トル を他の言語の書籍にも活かしてい

る。例えぼ、今井久美著 『3パ ターンで決める日常韓国語会話ネイティヴ表

現』は、先に刊行 された小林敏彦著『3パ ターンで決める日常英会話ネイティ

ヴ表現』 を模倣 したものである。このように英語書に限らず特定の言語の学

習書の成功例が、その後に発刊 される他言語の企画等に大いに参考 にされる

ことは他言語出版を手掛ける語研の比類なき強みと言える。

4-4.WEAKNESSES(弱 み)

非効率なプロモーション活動 『

語研がもっとも立ち遅れている点 として認識 しているのは、他社の製品 と

の差別化 のために販売経路 などのマーケティング戦略である。4Pの うち

Promotionが 効果的に行 えないため、「売れるものをより多 く売る」姿勢が十

分に取れていなく、その改善策 を模索 している。現在の ところ、語研では4

名の営業担当者が日常的に日本全国の書店 に足を運び、個別商品の販売促進

を行 う他、自社サイ トでの新刊案内や新聞(読 売新聞 ・日経新聞)で 広告 を

年に数回出したり、希望者に不定期で新刊案内をメールで送付 しているに留

まっている。

プロモーションが効果的に行 えない理由は、「売れるものを、売れるときに、
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売れるところへ」 という販促の原則がなかなか実行できないためであると語

研 自身が分析 している。「売れるものを、売れるときに」という問題 は営業態

勢 より編集態勢の問題である。つまり、「今何が求められているかを敏感に察

知 し、それを迅速 に商品化する」 という点で、編集者ひ とりひとりの能力の

向上が求められていることである。語研の書籍についてはその質の高いこと

が評価 されているが、その半面、質にこだわるあまり、他社以上 に制作期間

を要するため、迅速性に劣 る弊害が起 きている。その点を改善するために、

編集部では企画 は原則 として立案か ら刊行 までを1年 以内にすべ く努めてい

るが、十分に実行できているとは言えない状況にある。

「売れるものを、売れるところへ」というのは営業部が行う商品流通の問題

になる。語研の現在の書店販売網はかな りPOS化 が進んできているが、まだ

まだ不十分な状態であるために、売れ筋の大型書店では店頭在庫がな くなっ

て機会損失が生 じているのに、地方の中小書店では売れないまま店頭に並ん

でいるとい う状況が珍 しくない。書店間での商品流通に出版社が介入はでき

ないので、出版社 としては傍観せざるを得ない。 また、異業種や異メディア

と共同での販促および大規模な広告宣伝 も必須であると考えられるが、語研

の規模ではそれだけの予算を確保で きない現実にある。

組織化が足 りない販売力と不十分な価格競争力

語研はまた、組織力の足 りない販売力 と価格競争の不十分さを自社の弱み

として認識 している。組織力の足 りない販売力は、営業部の人材の不足が大

きな原因であると語研 は分析 している。ここ数年の出版界の構造不況の結果、

語研 もある程度の人員削減が避 けられず、そのすべてが営業部の人員を減 ら

す ことで対処せざるを得なかった事情がある。新刊の刊行点数を増やすため

には編集部の人員 を減 らすわけにはいかなかったからである。結果 として、

営業部において語学書に強い関心を持ち、戦略的に語学書の販売策 を考えら

れる人員が不足 しているのが現状である。

販売業 において売 り上げを伸 ばすには、顧客数を増やす とともに、顧客単
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価を向上 させるという2つ の命題 を同時にクリアしなければならない。書籍

は基本的にリピー ト購入のない特殊 な商品であり、 この2つ の命題 はトレー

ドオフの関係になることが少な くないだけに頭の痛いところである。しか し、

「規模の経済」のメリットを享受できない出版業では、価格競争に加われば結

局自分の首 を絞めることになると認識 している。

販売力が足 りなければ必然的に価格競争力 は下がる。語研が、本1冊 を売

り上げると得 られる収益 は、本やCDの 制作費、宣伝広告費、流通費、著者へ

の印税の支払いなどの諸経費を差 し引 くと、おおよそ40パ ーセン トである。

例 えば1600円 の定価の本であれぼ、600円 になる。学習媒体が書籍から、ネ ッ

トやi-Podな どの他のメディア、さらにCDやDVDな どのソフ トを使 った

学習が普及 しつつある。かつて書籍本体 より高い価格で別売 とされていた本

文を収録 したカセ ットテープ も1990年 代か らパ ソコン関連雑誌 を中心 に

CDが 付録に付 くようにな り、その中にはTOEICな どの語学演習 を付 ける

雑誌も現れた。多 くの語学系出版社が書籍の裏表紙に価格 を据え置いたまま

CDを 一枚付けることが標準化 し、語研 も遅れずその慣例 に従った。最近の雑

誌ではDVDを 付録 に付けるものまで出てきてお り、語学系出版社 もかつて

の道を歩むものか と思われたが、画像 を付ける必然性がな く、CD付 きのスタ

イルは今後 も続きそうである。

語研は、価格競争に関しては、学習者にとって付加価値の高い満足のい く

高品質な教材 を提供す る方針を持っているため、あえて価格競争には加わ ら

ない戦略である。それは、語学書のような自己啓発書は安 けれぼ売れるとか

安 くなければ売れないというものでもなく、妥当な価格帯 にある限 り、その

価格が商品の付加価値 に見合ったものであれぼ、他社 との競合においても勝

算は十分にあると考えているためである。

商品寿命の短命化 ・新企画制作過程の短縮化

語研は、商品寿命の短命化に追いつかない新企画制作過程の短縮化 を自社

の弱点 として認識 している。一般に書籍はさまざまなジャンルに分類 される
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ために、本の出版の目的も、読者層も、構想から執筆、編集、出版、流通の

経路 も異なる。英語学習関連書籍の中で もさまざまな分類ができ、需要も異

なる。

プロダク ト・ライフサイクル という点では、資格対策本 は受験後にはもう

使われな くなった り、試験 の出題形式が変わった段階で終わってしまう。辞

書や時事英語 を扱った ものは時代 の変遷 と共 に中の情報が古 くなって しま

う。学習法の解説書や体験談などはある程度普遍性があり息が長いように思

われるが、近年i-PodやMP3系 のメディアを活用 した リスニングが流行 っ

てきているように、テクノロジーの発達でより効果的な学習方法が試案 され

て くるのである。 このように随筆や小説か ら見 ると語学書のプロダク ト・ラ

イフサイクルは平均1年 半以下 と言われ、その分語学専門出版社は次々と新

刊 を出す ことになる。語研 は2006年 だけで27点 の書籍を出版 している。

このような商品寿命の短命化に伴い、新企画制作過程 も短縮化している。

一般 に新企画の構想は、編集者各個人の着想および出版社が最近の本の売れ

筋や読者の要望、その他の社会的動向を見定めて発案 し著者 に執筆を依頼す

る 「社内開発」 と、著者が発案 し出版社に企画 を売 り込む 「提案企画」に二

分 される。語研の場合、5人 のスタッフによる社内開発が全体の出版点数の

8割 強を占めてお り、残 る2割 弱が著者の提案企画である。語研では、企画

担当者が店頭で他社の書籍 と著者を調べ、教育機関の著者であれば、文科省

や学校のサイ トで調べメール等で接触する。 日本人 の英語学習を促進する物

を世 に出すには、やは り日本の事情 に精通 し日本人英語学習のことをよ く

知っている著者 を求めるために、国内にいる適格者を探 し求めることになる。

日本人だけでな く、 日本の学校で教 えている外国人 に直接 コンタク トするこ

とや他の日本人の著者からの紹介や、共著 という形で接点を持つようになる

こともある。

また、執筆者 との印税率の取 り決めは、基本的に出版界の慣例 に従って印

税率 を提示 している。印税 は基本的に製造部数 に基づいて支払われる。苦境

にあえぐ出版界では、印税 を実販売部数に基づいて支払いする出版社 も増 え
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てきているが、現在の ところ語研 は実販売部数方式は採用していない。印税

率や新企画の立案や詳細は、著者 と出版社 との合意で決定されるが、一般に

交渉力において、出版社のほうが強いと言 える。

5.戦 略的代替案

語研の強み と弱みの中か ら、特 に強みである 「堅実で内容が充実した高品

質の教材」 と 「多言語 を網羅する豊富な品揃 え」お よび弱みである 「非効率

なプロモーション活動」を鑑み、さらに学習者 としての視点 と収益 性との双

方を鑑み、以下5点 の出版企画 と販売戦略 を提言する。

5-1.大 学センター試験 リスニング教材の開発

英語学習者が もっ とも多い、ピラ ミッドの真 中か ら底辺 にかけた顧客を

ターゲットにした商品開発が収益拡大に効果があると考 える。語研 は小学校

での英語教育の必修化に伴い児童も今後の重要なターゲッ トとしているが、

児童が本屋で購入するのはあまり期待できないので、親子で学べるスタイル

の書籍 を今後出版 してい く予定であるが、その次の世代である中学 ・高校生

をターゲットにした教材の充実 も考えるべきである。なぜなら、 この層は日

本では最大級の英語学習人口層であり、顧客 として取 り込めぼ大 きな収益が

期待できるか らである。

ただ、前述 したように学生の読書離れが進み書籍 を購入 しな くなったため、

語研は学生をターゲットとしない方針を明確 に打ち出している。語研 はビジ

ネスマンをターゲットとしてお り、フレーズ集の例文 においてもキャンパス

の会話などは極力 さけ、 ビジネスの場面 を意識 した対話文を含むように著者

に要請 している。

しかし、参考書や問題集の類いは、親が出費 しているところが多いが、そ

れは進学 という大 きな目標のためにあらかじめ設定された日々の経費の一部

として家計で位置付 けられ、受験に特化 した ものである。高校 ・大学の受験
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に準ずるもの として実用英検の存在があるが、受験者数の低下や主催する旺

文社の寡占市場 となっていることもあ り、語研では英検はまった く眼中にな

い0

2005年 度の大学センター試験でリスニングが導入された。語研 はこれを脅

威 とは見ていない。しかし、2006年 度 には、国公立大学に加 えて私立大学の

8割 強が参加 し、607校 の入学審査に使われ、約55万 人が受験 したセンター

試験 は、特定時期の受験数だけでな くその対策のために学習 に励 んでいる高

校生の数を合わせると膨大 な数の学習者が対象になっている。10人 に1人 で

も購入する教材 となれば、少なくとも5万 部の売 り上げが期待できるのであ

る。 これは実は、大学英語教育学会(JACET)の 新テス ト研究開発特別委員

会の主要テーマになっていた分野である。

1990年 代半ぼまでに全国都道府県すべての公立高校 の入試 にリスニング

試験が導入され、高校ではオーラルコミュニケーションが導入 された。 しか

し、オーラルコミュニケーションの時間に文法を教 えた り、 まった く教科書

を開かないなどの 「実質的未履修」が横行し、それは大学生 を調査すること

で一 目瞭然である。しかし、2005年 の大学センター試験を受験 して入学 して

きた大学一年生の現役入学生 に対する調査ではこの実質的未履修 はほとんど

皆無 になった。現場の高校教員が真剣 にオラコンを教え始めたのである。そ

こで、 リスニングの指導のあり方など教授法上の問題はさておき、何を高校

生 に聞かせるかを考えた際 に、従来の日本 の英語教材市場で中高生 をター

ゲットとしたリスニング教材 は、検定教科書の付属CDや カセッ ト、または英

検4級 、3級 、準2級 、2級 などの実用英検の過去問題を収録 した音声教材

ぐらいしかなかったのである。そのため、第1回 の大学セ ンター試験におい

てリスニング試験前の施行テス トなどで内容や形式、レベルが明らかになる

と、旺文社を始め、数社が一斉にセンター試験のリスニング対策本を出版 し

た。受験生の数 を考えると魅力的な市場である。 しかし、それらはあ くまで

も対策本であ り、一応のリスニングカがついた上での仕上げ段階のためのガ

イ ドのような性格 を有 している。教科書のゆっ くりと明確にただ本文を朗読
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しただけの教材から脱 し、それ以外に数年 をかけて聞き続けて音声を聞 き取

れ内容 を把握できるプロセスに同行するような教材ではない。

語研 はセンター試験のための高校1年 生か ら聞いて学習を継続できるよう

なリスニング教材 を開発すべきであると考 える。2007年1月 現在、語研か ら

はセンター試験英単語を覚 えるための本が一冊出ているだけである。語研 は

これまで数多 くの音声教材 を世 に出してきた。また、実用的な英語の会話 フ

レーズ集も充実 してお り、 これらの過去の蓄積は膨大である。センター試験

の内容 を見ても絵 を見なが ら聞いてタスクを行 う形式である。 これ らはただ

文章の朗読を聞いているだけでは対話の部分の聞 き取 り対策 として不十分で

ある。 この対話の部分について語研の蓄積 は特に絶大であると考 える。その

ノウハウを活かし、センター試験 リスニング対策 として、頻度の高い構文や

フレーズを含む、場面別、概念 ・機能別に分類 した隣接ペア(一 往復の対話)

を中心 とする聞 き取 りと語彙の学習を同時に系統立てて学習が進 められ、長

期間の使用に耐 えられる教材の開発が望 まれる。そのためには、過去問をそっ

くりそのまま真似たような内容ではな く、その周辺 を包み込む真の実力が付

くような包括的内容 を有するものであることが望 ましい。 また、従来の販i薄

方式 と異なり、アルク出版が行 っているヒア リングマラソンのように通信講

座のような形態 にするもの一案である。ネ ットの時代 になり、テクノロジー

を活かせばマンパ ワーの不足 は克服可能なのではないだろうか。

ただし、現在の ところ語研 には大学受験教材の販売チャンネルはない。 し

かし、これを敢 えて開発 しな くても全国にいる語研の愛読者の中にいる現役

の高校教師への売 り込みが有効であると考える。語研 の英語教材を自身の英

語学習のために使用している教員であれば、語研の教材の品質に関 して十分

理解 しているユーザーであると考えられる。そのために授業での副教材 とし

ての使用や受験対策用の生徒への推薦図書 としてプロモー トする現場でのロ

コミが有効ではないだろうか。 これで評判が高 まると、大学受験者は受験用

の教材 コーナーの周辺だけでな く、語研 の教材が販売 されている語学書 の

コーナーの方へも足を運ぶようになるのではないだろうか。しか し、語研 は
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個人情報の管理 に関わる負担 を考慮 し、読者カー ドをいまは廃止 している。

そのため、読者の属性について積極的に知る何 らかのすべを構築する必要が

あろう。近い将来、現場の高校英語教員を対象 としたニーズ調査を行い、現

場で何が不足 しているかを探 り、彼 らが求めている教材、 どんな教材があれ

ば助かるか という現場あ声 を独自に汲み取 り、新規の企画に結び付けていっ

てはどうだろうか。

5-2.大 学用テキス ト用の別バージョンの販売

語研が出版 している英語教材の中には大学の英語の授業で使用可能なレベ

ルのものが多い。特にリスニング教材の中には実際に授業のテキス トとして

使用されてきているものも少な くない。しか しながら、自主学習教材 として

一般英語学習者の体裁を帯びているために
、解答が本の中に印刷 されている。

そのために、解答 を見ないように指示 して もどうして も見てしまうこともあ

る。ゆえに、一般書用 とは別 に大学用のテキス トとしての体裁 を帯びた別バー

ジョンを限定的 に発売す ることを提案する。

大学用テキス トとしての体裁は、成美堂、金星堂、三修社など日本の大学

教科書出版社で出版 されている現在の多 くの他の大学用教材の特徴をまとめ

ると以下の特徴 を有する:

1)A4サ イズで100～120ペ ージ前後の薄さである。

2)直 接書 き込 むためのスペースなどが確保 されている。

3)無 料の付属CDや テープなどは少な く、別売が一一般的である。

4)解 答や本文の和文訳 は載せていない。

5)解 答、本文の和訳例、指導法などを記載 した教師用マニュアルがある。

6)著 者は氏名だけで、略歴 も所属機関の紹介もないものが多い。

7)一 般の書店ではな く、大学生協が新学期開始時に店内で販売する。

これらの特徴 を有する体裁の別バージョンを作 り、採用 コース数 と部数が

確定 した段階で印刷を行 う。編集的には、解答や和訳の削除と多少のレイア

ウ トの変化 と印刷サイズの変更、 さらに教師用マニュアルを作成 し、著者 に
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相談 ・依頼 して必要な指導法の記述な どを加 える作業がある。もちろん、学

生が一般書の方 も同時に購入 し解答や和訳を見て授業に臨む懸念 もあるが、

それは教員側 には望 ましい状況でない とはいえ、出版社側には販売を促進す

ることに他ならない。

大学の教科書会社は、数千部を採用見本用 として全国の大学の英語教師の

自宅宛や大学宛 に毎年秋から冬にかけて一斉にカタログと共 に送付 している

ところが多い。また、大学の研究室 まで本のプロモーションに販売員が訪問

した り、大学英語教育学会の年次大会 を始め多 くの全国 レベルの学会で専用

ブースを設け、 自社の発刊本の展示や教材の使用法をモニターな どを設置し

て実演展示 している。 これらの販売促進活動には相当のマンパ ワーを要する

と考 えられ る。語研 の場合 は、当分の問は全国の大学の過去のシラバスを調

べ上げ、自社の教材が使用 されている実態を把握 した上で、別バージョン作

成候補 リス トを作成し、さらに採用 している教員 に直接接触 し別バージョン

の企画を告知 し広 く意見 を徴収するとよいだろう。また、小冊子等 とサンプ

ルページを同封 したダイレク トメールをリスニングを中心 とする授業を展開

している全国の大学 の英語教員 に送付 した り自社 のHPに も大々的 にこの

ことを提示す ることも必要である。,

大学のテキス トは近年技能別クラスが増 えたり教室サイズが縮小 したせい

もあ り、一 クラスの受講 生 はかつて100人 ぐらいいた ところ も現在で は

30～50人 程度 に抑えられているところが多い。しかし、それでも全国的に一

冊のテキス トに対 して1シ ーズンに数千から数万冊の採用注文が参 り込み、

それが数年持続することもあるのである。また、学生は授業終了後に語研の

他の書籍 を個人的に購入 して英語学習 を自主的に継続してい くことも考 えら

れる。すなわち、教室内での教授が教科書のつなが りで教室外での個人学習

に時空 を超 えた リンクがなされ、販売促進に結び付 くことも考 えられるので

ある。

以上の ことから多少の編集作業 とコス トを抑えた広報活動、さらに採用決

定後に印刷に取 りかかることで リスクを回避すれぼ、一般書 と大学テキス ト
、
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用別バージョンとのシナジー効果が期待でき語研の教材の販売促進の一助 と

なると考える。地道に増やしていくことで徐々に販路が広がると思われ る。

また、語研の読者の中には現役の高校英語教師も相当含まれているのでは

ないだろうか。大学教材だけでなく、高校 の副教材 として、センター試験で

のリスニング導入がされたいま、 より多 くの英語のインプットを高校生に与

えたい と考 えて い る現場 の教 員 も少 な くな い はずで あ る。TOEICや

TOEFL、 英検 と同様 に、センター試験には、長文だけでなく対話文の聞 き取

りも出題 されてお り、 これには語研のネイティブシリーズにあるような対話

単位で音声が収録 されたフレーズ集が最適 な対策本 となる。また、ス トーリー

を追 う内容では 『VOA英 語ニュース リスニング初挑戦』が内容的にも語彙や

構文、聞き取 りやすさか らも最適な教材 として認知 されるだろう。

5-3.パ ッケージ販売 とオンラインによるコーチングサービス

語研にはネイティブシリーズやVOAシ リーズのように、何冊 もシリーズ

化されたフレーズ集や リスニング教材がある。学習者が一冊で学習が終わる

ことな く継続して他の本 も購入して学習 してもらうために、数冊 をまとめ割

引きしたパ ッケージ販売が よいのではないだろうか 。かって米国ではスター

ウォーズのVHSビ デオテープの3タ イ トルをまとめたギフ ト版 のi類いが よ

く売れていた時代があった。 ・

例えば、ネイティブシリーズは4作 目からクラシックなブックカバーにな

りサイズも統一 されてい る。VOAシ リーズも5冊 すべて同じデザイナーが

担当しサイズ も統一 されている。 これを厚紙の箱などでまとめ3冊 版や5冊

版 など複数の組み合わせのセットにして2割 か ら3割 引きぐらいの値を設定

する。 これを半年 または1年 から2年 に終了するような学習のモデルプラン

などを付け、さらに著者への質問表や学習上 の問題点や学習の進行状況 を

メール、チャッ ト、掲示板などオンライン ・インターラクションを入れて管

理するコーチングサービスを付加 し、アルクが行っているヒアリングマラソ

ンのような準通信教育のようなアフターサービスを大々的にアピールする。
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これで、書籍販売の物理的制限から起きる一方的な販売による、学習者の学

習過程に対するフィー ドバ ックが可能になるのである。

このサービスの提供 には、出版社のマンパ ワーは必要な く、著者が企画を

承諾の上、無償で行 うよう契約を取 り付ける。このサービスを充実 させるこ

とで語研贔屓の読者 を長期間確保 し安定 した収益の確保が可能になると考え

られる。

5-4.よ り効果的なリスニングを確保する洋画関連教材の開発

洋画の英語 リスニ ングへの効果は絶大である。画像が伴い、さらにおもし

ろい内容に触れることで継続した学習が しやす くなる。現在、名古屋のスク

リーンプレイ社やアル クな どが洋画のシナリオや関連 した教材を種類豊富に

販売している。語研 もこの分野 を開拓する時期ではないか と思 う。DVDな ど

の画像や音声その ものや一部で も著作権 の厚い壁が立ちはだか り販売できな

くても、一作品の中の特定の場面で使われるフレーズを、絵でシーンを描写

したページに紹介する。読者 は必要に応じて個人的にDVDを 購入 した りレ

ンタルして学習 に役立てる。例えば、JFKな どに出て くる米国の法廷 シーン

では、xxObjection,yourhonor."(裁 判長、異義あり)、恰ustained."(異 義を

認めます)、"Overruled."(異 義 を却下 します)の3つ のフレーズがお馴染 み

である。 ここに挙 げられている3つ のフレーズは、弁護側の弁護士 と検察官

との間で行われる激 しいや りとりでの決まり文句である。両者の攻防が緊迫

し、裁判官(judge)が 仲 を取 り持つお馴染みの場面である。どちらか片方が

証人(witness)に 対す る相手側の尋問の仕方に不平がある時にすかさず裁判

長(presidingjudge)に 向かってObjection,yourhonor.(裁 判長、異議あ

り)と 申し立てる。 この緊迫したや り取 りはただの紙面からは伝わってこな

好 い。しかし、英語圏に旅行 した り留学した り滞在 して も法定で裁判を傍聴す

る機会はめったにない。物理的制限で学習者が直接体験 し難い場面は、洋画

のシーンを見 ることでその肉迫 したや りとりが体感で き、音声 と視覚が同時

にインプットされフレーズの使い方がよく理解できるのである。
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5-5.こ れまでの出版業績を最大限に活用 した多言語フレーズ集

語学系出版社 の大半が英語または中国語、韓国語、ドイツ語、フランス語、

スペイン語、ロシア語のようなNHKの 語学番組で取 り扱われている日本で

の学習人口の多い外国語 に特化 しているが、語研 は22か 国語 とい う他社の追

随を許さない特別な地位 を堅持 している。英語ができれぼ世界中が旅行でき

る時勢であるが、現地の言語の挨拶 ぐらいは覚 えて行きたい とい う需要 は高

いはずである。上記の言語 を中心に数か国語の会話 フレーズ集や音声付 きの

電子辞書 は販売されているが、20か 国語以上 をカバーした ものは皆無であ

る。そ こで語研の これまでのノウハ ウの蓄積を活かして、出版 している全外

国語の日常会話の基本フレーズ と基本的な文法の構造などをまとめた表 を載

せた トラベル本 を出版 してはどうだろうか。地球全体 をカバーした本 の他に、

アジア太平洋地区、欧州、アフリカ、南米などと地位を細分化してもよいか

も知れない。CDも 付 けてしっか りと耳から覚えるように実用的な学習書 と

しての性格 も帯びるようにする。

旅行者だけでなく、国際化が進んだ今日、 日本国内でもさまざまな国か ら

の旅行者、 ビジネスマン、留学生などと接す る機会が増えてきている。我々

は彼 らと日本語か英語、さらにボディランゲージを使って意思疎通を計 る。

彼 らの言語 を覚 えなければ個人的な関係が築かれないとは思われない。しか

し、外交儀礼上、彼 らの言語の基本 フレーズを覚 え何気な く会話に入れると

彼 らは喜び親密 さが増すことがあるだろう。 これはビジネス ・コミュニケー

ション上、重要なポイントである。そこで本格的な文法力 を駆使 して新 しい

文 を造文す る力 までは求められな くて も決 まり文句などをい くつか幅広 く覚

えて適時使 うことが、 ビジネスマンの交渉や対人関係の構築のためのスキル

として認知 されてもよいではないだろうか。
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(20)金 星 堂 の サ イ トhttp://www.kinsei-do.co.jp/

(21)大 学 英 語 教 育 学 会 の サ イ トhttp://www.jacet.org/

(22)読 売 新 聞 朝 刊 平 成19年1月20日 第14ペ ー ジ
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添 付 資 料2006年 出 版 タ イ トル

(語 研 サ イ トhttp://www.goken-net.co.jp/catalog/1ist/1ist _a11.htmよ り)

書名 発行年月 種別 定価(税込)

今すぐ使える中国語会話表現3000 2006年12月 CDブ ツク 2,415円

カラダについて英語で話す本 2006年12月 テ キ ス ト 1,470円

えい ごで あそぼ う! 2006年11月 CDブ ツク 2,310円

TOEICTEST究 極 単 語Advanced2700 2006年11月 テキ ス ト 2,100円

TOEICTEST究 極 単語Basic2200 2006年11月 テキ ス ト 2,100円

日常韓国語会話ネイティブ表現 2006年11月 CDブ ツク 2,100円

新TOEICTEST実 力診断模試2 2006年11月 CDブ ツク 1,000円

英会 話 フ レーズ600 2006年11月 CDブ ツク 1,680円

なるほど!英 会話Q&A 2006年9月 テキ ス ト 1,470円

新TOEICTEST完 全攻略模試 2006年9月 CDブ ツク 2,310円

今すぐ使える英会話表現3000 2006年9月 CDブ ツク 1,995円

中学受験・武本の塾 との上手な付き合い方 2006年9月 テ キ ス ト 1,470円

中学受験の国語論 2006年7月 テキ ス ト 1,470円

話す韓国語の単語力[改 訂版] 2006年7月 CDブ ツク 2,310円

会話する英文法Q&A 2006年6月 CDブ ツク 1,890円

新TOEICTEST必 修1200語 2006年6月 CDブ ック 1,890円

新TOEICTEST入 門1200語 2006年6月 CDブ ツク 1,890円

新TOEICTEST頻 出1200語 2006年5月 CDブ ツク 1,890円

新TOEICTEST基 礎1200語 2006年5月 CDブ ツク 1,890円

漢字検定準2級 出題ランク別問題集 2006年5月 テキ ス ト 1,000円

漢字検定3級 出題ランク別問題集 2006年5月 テ キ ス ト 1,000円

話す中国語の単語力[改 訂版] 2006年5月 CDブ ツク 2,310円

新TOEICTEST実 力診断模試 2006年4月 CDブ ツク 1,000円

中国語検定3級 合格ガイドと直前模試 2006年4月 CDブ ツク 2,100円

中国語検定4級 合格ガイドと直前模試 2006年4月 CDブ ツク 2,100円

ネ イテ ィブで も間違 え る英語 表 現A-Z 2006年2月 テ キ ス ト 1,995円

話すスペイン語の単語力 2006年1月 CDブ ツク 2,310円


